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日

一　

は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
三
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
第
一
一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
回
会
議
で
、“
刑
事
訴
訟
法
改
正
案
”
が
成
立
し
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
日

か
ら
正
式
に
施
行
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
は
、
一
九
七
九
年
に
初
め
て
刑
事
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
第
二
回
目
の
改
正
と
な
る
。
一
九
九
六
年
に

行
わ
れ
た
第
一
回
目
の
改
正
で
は
、
検
察
の
起
訴
を
も
っ
て
被
訴
追
者
を
被
疑
者
と
被
告
人
に
初
め
て
区
別
す
る
こ
と
と
し（

（
（

、
無
罪
推
定
理
念
を
導
入
し（

（
（

、

起
訴
の
際
起
訴
状
と
証
拠
を
一
括
し
て
裁
判
所
に
送
致
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
弁
護
権
を
強
化
す
る
等
、
従
来
の
職
権
主
義
訴
訟
構

造
に
初
め
て
当
事
者
論
争
の
理
念
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
後
、
法
運
用
の
中
で
、
社
会
発
展
に
伴
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
た
め
、
こ
れ
に
応
じ
て
、

証
拠
制
度
、強
制
措
置
、弁
護
制
度
、捜
査
・
裁
判
・
執
行
手
続
き
の
充
実
化
お
よ
び
特
別
手
続
き
の
設
置
等
の
第
二
回
目
の
法
改
正
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
中
の
特
別
手
続
き（

（
（

の
一
種
で
あ
る
刑
事
和
解
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
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二　

刑
事
和
解
制
度
成
立
ま
で
の
経
緯

刑
事
和
解
制
度
と
は
、
被
疑
者
或
い
は
被
告
人
が
自
分
の
犯
し
た
罪
を
認
め
る
と
同
時
に
、
被
害
者
に
対
し
て
積
極
的
に
損
害
賠
償
と
謝
罪
を
行
い
、

被
害
者
か
ら
宥
恕
を
得
て
、
協
議
の
上
、
そ
の
刑
事
責
任
を
免
除
ま
た
は
軽
減
し
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
従
来
の
中
国

の
“
有
罪
で
あ
れ
ば
必
ず
罰
す
る
”
と
い
う
刑
事
司
法
の
理
念
（
必
罰
主
義
）
と
異
な
っ
て
、
刑
事
手
続
き
に
お
け
る
被
害
者
の
役
割
の
強
化
及
び
被
害

者
の
立
場
と
被
疑
者
・
被
告
人
の
行
為
が
社
会
全
体
等
に
与
え
る
影
響
及
び
刑
事
事
件
の
迅
速
な
処
理
等
の
諸
要
素
を
十
分
に
考
慮
し
た
斬
新
な
も
の
で

あ
る
。
刑
事
司
法
に
お
け
る
そ
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
被
害
者
は
加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
た
り
、
直
接
に
反

省
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
物
質
的
面
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
・
感
情
的
面
で
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
被
害
者
の
利
益
を
全
面
的
に

保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
被
害
者
と
加
害
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
で
、
刑
事
訴
訟
の
早
い
段
階
で
、

刑
事
手
続
き
を
打
ち
切
っ
た
り
、
軽
い
刑
罰
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
関
係
回
復
に
も
つ
な
が
る
。
第
三
に
、
刑
事

事
件
の
早
期
解
決
で
、
事
件
処
理
の
効
率
を
向
上
さ
せ
、
司
法
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
第
四
に
、
中
国
の
刑
事
法
運
用
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ

て
い
る
「
寛
厳
相
済
」（

（
（

（
寛
と
厳
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
）
と
い
う
刑
事
政
策
に
も
適
っ
た
制
度
で
あ
る
。

１　

刑
事
和
解
制
度
の
歴
史
的
沿
革

刑
事
和
解
制
度
は
修
復
的
司
法
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
、
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
両
制
度
の
理
念
か
ら
す
る
と
、
刑
事
和
解
制
度
は
修
復
的

司
法
に
倣
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
我
が
国
の
歴
史
や
社
会
状
況
及
び
国
民
感
情
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
今
日
の
刑
事
和
解
制
度
と
は
完
全
に
同
じ
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
刑
事
和
解
制
度
の
前
身
と
も
い
え
る
制
度
が
す
で
に
中
国
法
制
史
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の
中
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
、“
保
辜
”
制
度（

（
（

で
あ
る
。
保
辜
制
度
と
は
、
犯
罪
行
為
を
犯
し
た
も
の
に
直
ち
に
刑
罰
を
科

す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
期
間
を
設
け
て
、
加
害
者
を
被
害
者
の
怪
我
等
の
治
療
に
努
め
さ
せ
る
。
そ
し
て
怪
我
や
傷
の
回
復
状
況
を
確
認
し
て
か
ら
、

処
罰
を
決
め
る
も
の
で
あ
る
。
別
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
加
害
者
に
犯
し
た
過
ち
を
償
う
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
も
し
加
害
者
の

積
極
的
な
償
い
行
為
等
に
よ
っ
て
、
怪
我
や
傷
を
治
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
刑
の
免
除
や
刑
の
減
軽
が
可
能
に
な
る
。

第
二
に
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
そ
も
そ
も
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
訴
訟
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
悪
く
、
国
民
の
感
情
か
ら
訴
訟
を
嫌
う
傾
向
に
あ
り
、

法
廷
で
争
う
よ
り
、
む
し
ろ
裁
判
外
の
民
間
の
調
停
で
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
隣
人
同
士
や
知
り
合
い
の
間
で
起
き
た
軽
微

な
傷
害
事
件
等
で
あ
れ
ば
、
訴
訟
を
通
じ
て
事
件
を
解
決
す
る
よ
り
、
調
停
で
、
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
い

う
考
え
方
は
、
現
在
の
中
国
で
も
通
用
し
て
い
る
。

2　

刑
事
和
解
制
度
の
根
拠

第
一
に
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
全
体
会
議
で
決
め
ら
れ
た
国
作
り
の
重
要
な
方
針
の
一
つ
で
あ
る
─
─
「
和
諧

社
会
の
建
設
」（

（
（

（
調
和
の
と
れ
た
社
会
作
り
）
は
、
政
策
の
面
で
、
刑
事
和
解
制
度
の
確
立
に
も
っ
と
も
重
要
な
根
拠
を
与
え
た
。

第
二
に
、
従
来
の
刑
事
司
法
制
度
に
お
い
て
は
、
一
旦
公
訴
事
件（

（
（

に
な
る
と
、
犯
罪
は
単
な
る
被
害
者
の
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
で
は
な
く
、
社
会
と

社
会
公
共
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
で
も
あ
る
の
で
、
犯
罪
を
追
及
す
る
か
否
か
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
選
択
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
公
訴
事
件
は
和
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
和
諧
社
会
の
建
設
」
の
方
針
に
沿
う
と
、
刑
事
訴
訟
は
た
だ
の
犯
罪
追
及
で

は
な
く
、
犯
人
の
矯
正
、
更
生
、
並
び
に
破
壊
さ
れ
た
社
会
関
係
や
損
害
を
受
け
た
諸
利
益
の
修
復
で
も
あ
る
。
公
訴
事
件
に
お
け
る
和
解
制
度
は
こ
の

よ
う
な
考
え
方
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
当
時
、
リ
ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
（
修
復
的
司
法
）
の
理
念
が
世
界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
、
中
国
の
刑
事
和
解
制
度

確
立
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
修
復
的
司
法
の
根
底
に
あ
る
─
─
従
来
の
刑
事
法
運
用
と
異
な
っ
て
、
犯
罪
を
被
害
者
や
地
域
社
会
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の
人
々
の
法
益
や
人
間
関
係
に
対
す
る
侵
害
と
捉
え
、
犯
罪
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
利
益
や
地
域
社
会
の
人
間
関
係
を
で
き
る
限
り
犯
罪
以
前

の
元
の
状
態
に
修
復
し
よ
う
と
す
る
考
え
方（

（
（

は
、
あ
る
意
味
で
加
害
者
と
被
害
者
の
和
解
を
通
じ
て
、
一
定
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
、
刑
罰
を
免
除
ま
た

は
減
軽
す
る
こ
と
で
、
壊
れ
た
社
会
諸
関
係
を
修
復
し
よ
う
と
す
る
刑
事
和
解
の
趣
旨
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
に
、
二
〇
〇
二
年
に
国
連
経
済
社
会
理
事
会
に
て
採
択
さ
れ
た
「
刑
事
事
件
に
お
け
る
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
に
関
す
る
基
本
原
則
」、

二
〇
〇
五
年
の
第
一
一
回
国
連
犯
罪
防
止
・
刑
事
司
法
委
員
会
の
総
括
で
あ
る
「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
に
お
い
て
修
復
的
司
法
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
、
そ
の

推
進
が
国
際
的
潮
流
と
な
っ
た（

（
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
い
う
修
復
的
司
法
と
中
国
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
刑
事
和
解
を
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
理
念
、
つ
ま
り
加
害
者
と
被
害
者
が
話
し
合
う
こ
と
で
、
本
来
な
ら
ば
刑
事
手
続
き
で
、
あ
る
い
は
よ
り
重
い
刑
罰
で
処
理
す
べ
き
事
件
を
、
刑
事
手

続
き
を
経
ず
、
或
い
は
軽
い
刑
罰
で
事
件
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
か
な
り
一
致
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
五
に
、
刑
事
和
解
制
度
は
、
刑
事
司
法
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
「
寛
厳
相
済
」（
寛
厳
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
刑
事
政
策
）
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。

刑
事
和
解
の
中
核
で
あ
る
加
害
者
の
謝
罪
、
被
害
者
の
宥
恕
な
ど
を
加
害
者
の
量
刑
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
犯
罪
行
為
の
社
会
に
与
え
る
侵

害
性
、
加
害
者
の
主
観
悪
性（

（（
（

、
犯
罪
の
原
因
及
び
事
件
の
社
会
的
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、「
厳
し
く
」
或
い
は
「
寛
大
に
」
処
罰
す
る
と
い
う

「
寛
厳
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
刑
事
政
策
」
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。

3　

刑
事
和
解
制
度
の
試
み

二
〇
〇
二
年
に
、
北
京
市
朝
陽
区
検
察
院
は
「
軽
傷
害
事
件
処
理
手
続
き
実
施
規
則
（
試
行
）」
を
制
定
し
、
全
国
で
初
め
て
刑
事
和
解
制
度
を
開
始
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
、
北
京
市
政
法
委
は
「
軽
傷
害
事
件
処
理
に
関
す
る
検
討
会
紀
要
」
を
公
布
し
、
警
察
機
関
・
検
察
機
関
・
裁
判
機
関

に
よ
る
軽
傷
害
事
件
処
理
に
関
す
る
規
範
を
定
め
、
民
間
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
す
る
軽
傷
害
案
件
に
刑
事
和
解
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ

の
後
、
相
次
い
で
上
海
、
湖
南
省
、
浙
江
省
、
安
徽
省
等
全
国
範
囲
で
刑
事
和
解
の
試
み
が
迅
速
に
広
が
り
始
め
た
。
そ
の
時
期
の
刑
事
和
解
適
用
状
況

を
ま
と
め
て
見
る
と
、
軽
罪
案
件
、
未
成
年
事
件
、
親
戚
及
び
知
り
合
い
の
間
で
起
き
た
刑
事
事
件
、
初
犯
・
偶
発
犯
な
ど
が
大
部
を
占
め
て
い
る
。
そ
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し
て
、
和
解
の
手
続
き
か
ら
す
る
と
、
加
害
者
が
被
害
者
に
経
済
的
に
十
分
な
賠
償
を
行
い
、
被
害
者
か
ら
宥
恕
を
得
る
の
が
大
前
提
で
あ
っ
た
。

刑
事
和
解
は
被
害
者
の
訴
訟
へ
の
積
極
的
参
加
、
そ
し
て
被
害
者
の
意
思
反
映
；
加
害
者
の
更
生
及
び
社
会
復
帰
；
訴
訟
の
効
率
ア
ッ
プ
及
び
訴
訟
資

源
の
節
約
等
の
面
で
、
積
極
的
効
果
が
あ
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
た（

（（
（

。

刑
事
和
解
の
制
度
化
に
伴
っ
て
、
二
〇
一
四
年
蘇
州
で
全
国
初
の
刑
事
和
解
救
助
会（

（（
（

を
設
置
す
る
等
、
刑
事
和
解
制
度
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
措

置
が
と
ら
れ
始
め
た
。

三　

刑
事
和
解
制
度
の
立
法
状
況
及
び
特
徴

前
述
の
よ
う
な
刑
事
和
解
の
全
国
各
地
で
の
試
み
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
全
国
人
民
代
表
代
会
で
、
刑
事
訴
訟

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
刑
事
和
解
制
度
を
正
式
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

1　

刑
事
和
解
の
条
件

こ
の
、
刑
事
和
解
を
達
成
す
る
に
は
二
つ
の
条
件
が
要
る
。
第
一
に
、
罪
を
犯
し
た
者
の
有
罪
答
弁
で
あ
る
。
つ
ま
り
被
疑
者
・
被
告
人
は
刑
事
和
解

の
前
提
条
件
と
し
て
、
自
分
の
犯
し
た
罪
を
本
心
か
ら
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
任
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
刑
事
和
解
手
続
き

の
開
始
は
当
事
者
両
方
の
任
意
に
よ
る
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
一
方
で
、
罪
を
犯
し
た
者
は
誠
を
も
っ
て
反
省
し
、
損
害
賠
償
と
謝

罪
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
者
の
宥
恕
を
得
る
。
他
方
で
は
、
被
害
者
は
加
害
者
の
反
省
や
謝
罪
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
、
自
ら
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
事
責

任
追
及
を
見
送
る
こ
と
等
に
同
意
す
る
。
い
ず
れ
も
、
任
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
刑
事
和
解
は
す
べ
て
の
公
訴
事
件
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
事
件
に
限
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
民
間
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因（

（（
（

す
る

我
が
国
刑
法
各
論
第
四
章
（
公
民
の
人
身
権
利
・
民
主
権
利
を
侵
害
す
る
犯
罪
）、
第
五
章
（
社
会
管
理
秩
序
を
妨
害
す
る
犯
罪
）
に
定
め
る
三
年
以
下
の
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有
期
懲
役
に
処
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
公
訴（

（（
（

事
件
に
適
用
さ
れ
る
。
第
二
に
、
涜
職
犯
罪（

（（
（

を
除
い
て
、
七
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
さ
れ
る
可
能
性
の
あ

る
過
失
犯
罪
事
件
に
適
用
さ
れ
る
。

2　

刑
事
和
解
の
適
用
さ
れ
る
被
訴
追
者
の
範
囲

刑
事
和
解
に
あ
た
っ
て
は
、
被
害
者
保
護
の
ほ
か
に
も
、
犯
罪
者
の
更
生
・
社
会
復
帰
及
び
第
三
者
の
保
護
等
の
問
題
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
無
条
件
で
全
て
の
犯
罪
者
に
適
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
よ
く
適
用
さ
れ
る
の
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
未
成
年
犯
罪
者（

（（
（

；

②
初
犯
、
偶
発
犯
、
脅
従
犯（

（（
（

；

③
被
害
者
と
の
間
に
親
戚
関
係
、
隣
人
関
係
、
同
級
生
関
係
、
同
僚
関
係
等
特
別
な
社
会
関
係
の
あ
る
犯
罪
者
；

④
過
失
犯
。

そ
の
他
、
常
習
犯
と
累
犯
に
は
刑
事
和
解
は
適
用
さ
れ
な
い
。

3　

刑
事
和
解
手
続
き
の
流
れ

第
一
、
被
害
者
ま
た
は
加
害
者
か
ら
、
刑
事
和
解
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
相
手
方
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
刑
事
和
解
の
可
能
性
が
十
分
と
判
断
し
た
場
合
、
被
害
者
ま
た
は
加
害
者
か
ら
刑
事
和
解
の
主
張
が
さ
れ
な
く
て
も
、
警
察
・
検
察
・
裁
判

官
か
ら
刑
事
和
解
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
被
害
者
と
加
害
者
に
よ
る
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
、
被
害
者
と
加
害
者
が
刑
事
和
解
に
同
意
し
た
後
、
捜
査
機
関
、
検
察
、
裁
判
所
に
よ
る
審
査
が
必
要
と
な
る
。
審
査
の
内
容
に
は
両
当
事
者
の

意
思
決
定
の
際
、
外
部
か
ら
圧
力
を
掛
け
ら
れ
て
い
た
か
否
か
と
刑
事
和
解
の
合
法
性
が
含
ま
れ
る
。

両
当
事
者
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
或
い
は
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
威
迫
な
ど
を
受
け
て
、
仕
方
な
く
同
意
し
た
時
は
、
刑
事
和
解
は
成
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立
し
な
い
。

刑
事
和
解
の
合
法
性
の
審
査
で
は
、
主
に
刑
事
和
解
の
対
象
範
囲
に
あ
る
か
否
か
、
刑
事
和
解
の
主
体
の
適
格
性
、
社
会
公
共
利
益
を
侵
害
し
て
い
る

か
否
か
、
犯
罪
者
が
過
去
五
年
に
故
意
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
か
否
か
等
が
含
ま
れ
る
。

第
三
、
捜
査
機
関
、
検
察
機
関
、
裁
判
機
関
の
主
導
で
和
解
協
議
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
捜
査
段
階
で
和
解
が
成
立
し
た
場
合
は
、
捜
査

機
関
に
よ
り
、
起
訴
審
査
段
階
で
和
解
が
成
立
し
た
場
合
は
検
察
に
よ
り
、
審
判
段
階
で
、
和
解
が
成
立
し
た
場
合
は
裁
判
官
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

導
で
和
解
協
議
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4　

刑
事
和
解
の
法
的
効
果

刑
事
和
解
制
度
の
目
的
に
沿
い
、
法
は
三
つ
の
面
で
そ
の
法
的
効
果
を
定
め
て
い
る
。

ま
ず
、
捜
査
段
階
で
刑
事
和
解
が
成
立
し
た
場
合
、
捜
査
機
関
は
事
件
に
関
す
る
書
類
、
和
解
調
書
、
和
解
協
議
書
等
を
送
検
す
る
と
と
も
に
、
寛
大

な
処
理
を
求
め
る
意
向
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
こ
こ
で
、
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
捜
査
段
階
で
、
刑
事
和
解
が
成
立

し
て
も
、
そ
の
理
由
で
、
刑
事
手
続
き
を
打
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
起
訴
段
階
で
刑
事
和
解
が
成
立
し
た
場
合
、
起
訴
ま
た
は
不
起
訴
で
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
刑
事
和
解
が
成
立
し
た
が
、
刑
事
責

任
を
免
除
す
る
こ
と
が
不
可
能
の
場
合
は
、
よ
り
軽
い
刑
罰
を
求
め
る
形
で
起
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
起
訴
の
場
合
、
起
訴
審
査
段
階
で
刑
事
手

続
き
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、
裁
判
段
階
で
、
刑
事
和
解
が
成
立
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
法
の
枠
組
の
中
で
、
被
告
人
に
寛
大
な
処
分
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
刑
事
和
解
の
法
的
効
果
に
お
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
被
告
人
と
被
害
者
の
間
で
、
刑
事
和
解
が
達
成
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
そ
れ
を
理
由
に
被
告
人
を
よ
り
重
い
罪
で
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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5　

刑
事
和
解
の
特
徴

刑
事
和
解
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
と
似
た
制
度
と
比
較
し
て
理
解
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
修
復
的
司
法
と
司
法
取

引
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

①
修
復
的
司
法
と
刑
事
和
解

刑
事
和
解
で
あ
れ
、
修
復
的
司
法
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
加
害
者
た
る
被
疑
者
・
被
告
人
と
被
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
本

来
で
あ
れ
ば
刑
罰
権
を
発
動
さ
せ
解
決
す
べ
き
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
刑
罰
を
免
除
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
で
崩
れ
た
社
会
諸
関
係
を
修
復
し
よ
う
と
す
る

司
法
理
念
の
面
で
は
か
な
り
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
司
法
理
念
の
実
現
と
い
う
点
で
は
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
有
す
る
。

ま
ず
、
両
制
度
の
修
復
の
重
点
が
異
な
る
。
刑
事
和
解
が
修
復
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
主
に
被
害
者
と
加
害
者
の
間
の
関
係
回
復
で
あ
る
の
に
対
し
、

修
復
的
司
法
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
関
係
回
復
だ
け
で
は
な
く
、
加
害
者
の
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
社
会
関
係
の
修
復
に
も
同
じ
く
そ
の
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
修
復
的
司
法
で
は
、
関
係
者
（
加
害
者
・
被
害
者
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
の
話
し
合
い
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
両
制
度
の
生
ま
れ
た
背
景
が
異
な
る
。
刑
事
和
解
制
度
は
、
中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
紛
争
解
決
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
“
和
解
”
制
度
と
、

近
年
に
提
出
さ
れ
た
“
和
諧
社
会
”
創
出
の
ポ
リ
シ
ー
が
整
合
し
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
修
復
的
司
法
は
、
伝
統
的
な
刑
事
司
法
制
度

と
刑
罰
制
度
に
対
す
る
反
省
、
お
よ
び
犯
罪
の
性
質
に
対
す
る
再
考
に
よ
る
も
の
で
、
典
型
的
な
“
応
報
的
司
法
”
に
対
す
る
批
判
の
中
で
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。

②
司
法
取
引
と
の
比
較（

（（
（

ま
ず
、司
法
取
引
の
主
体
は
検
察
官
と
被
告
人
で
、原
則
的
に
被
害
者
は
司
法
取
引
に
関
与
し
な
い
。
刑
事
和
解
の
主
体
は
、被
害
者
と
加
害
者
で
あ
り
、

両
者
と
も
積
極
的
に
関
与
す
る
。
も
ち
ろ
ん
警
察
、
検
察
、
裁
判
官
も
刑
事
和
解
手
続
き
に
関
与
す
る
が
、
単
に
刑
事
和
解
の
任
意
性
や
合
法
性
を
審
査

す
る
立
場
に
過
ぎ
な
い
。
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次
に
、
通
常
、
司
法
取
引
は
、
検
察
側
が
手
持
ち
の
証
拠
を
基
に
、
求
刑
を
軽
減
す
る
代
わ
り
に
被
告
人
に
罪
を
認
め
さ
せ
る
場
合
、
あ
る
い
は
主
犯

を
有
罪
に
持
ち
込
む
供
述
を
従
犯
か
ら
得
る
な
ど
の
目
的
で
行
わ
れ
る
。結
果
的
に
い
え
ば
、裁
判
に
要
す
る
時
間
と
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

被
害
者
へ
の
損
害
賠
償
や
謝
罪
等
と
は
全
く
関
係
な
い
。
あ
る
程
度
被
害
者
の
意
思
に
背
く
こ
と
も
あ
り
得
る
。
刑
事
和
解
は
加
害
者
よ
り
、
被
害
者
の

権
利
保
障
を
重
ん
じ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
司
法
取
引
は
訴
追
側
と
被
訴
追
側
の
裁
判
の
不
確
定
性
に
対
す
る
一
種
の
対
応
措
置
で
あ
る
。
つ
ま
り
対
抗
す
る
双
方
が
裁
判
の
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
に
、
選
ん
だ
自
分
に
と
っ
て
最
も
リ
ス
ク
の
低
い
案
件
の
解
決
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
刑
事
和
解
は
加
害
者
と
被
害
者
の
利

益
最
大
化
の
た
め
に
選
ば
れ
た
事
件
解
決
方
法
で
あ
る
。

四　

刑
事
和
解
制
度
の
課
題

私
訴
に
お
け
る
和
解
制
度
を
公
訴
事
件
に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
二
〇
一
二
年
の
刑
事
法
改
正
は
、
ま
さ
に
中
国
の
法
制
史
、
国
民
感
情
及
び
国
の
刑
事
政

策
と
国
際
社
会
の
要
請
を
有
効
に
融
合
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
い
わ
ば
中
国
の
刑
事
司
法
の
重
要
な
進
歩
で
も
あ
る
。
二
〇
一
三
年
一
月
一

日
の
法
施
行
以
来
、
刑
事
和
解
制
度
は
特
別
手
続
き
と
し
て
、
事
件
解
決
や
社
会
秩
序
の
安
定
等
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
ま
た

い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
現
れ
て
き
た
。

1　
「
刑
罰
と
金
銭
の
取
引
」
問
題

八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
全
面
改
革
・
開
放
の
政
策
の
下
で
、
中
国
は
、
建
国
以
来
、
政
治
・
経
済
等
の
面
で
前
代
未
聞
の
発
展
を
遂
げ
た
。
特
に
、

経
済
の
面
に
お
け
る
迅
速
な
発
展
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
経
済
発
展
は
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
地
域
間
或

い
は
個
人
間
で
、
貧
富
の
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貧
富
の
格
差
は
か
え
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。
刑
事
司
法
に
対
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す
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
特
に
刑
事
和
解
制
度
の
成
立
は
必
ず
そ
の
影
響
力
を
直
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

前
で
も
述
べ
た
が
、
刑
事
和
解
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
加
害
者
の
謝
罪
、
損
害
賠
償
と
そ
れ
を
受
け
止
め
て
の
被
害
者
の
宥
恕
が
必
要
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
加
害
者
に
よ
る
自
分
の
犯
し
た
犯
罪
に
対
す
る
反
省
や
謝
罪
は
、
刑
事
和
解
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と

重
要
な
の
は
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
で
あ
る
。
つ
ま
り
多
く
の
場
合
、
加
害
者
の
被
害
者
に
対
す
る
経
済
的
賠
償
の
如
何
が
往
々
に
し
て
刑
事
和
解

成
立
の
決
め
手
と
な
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
生
じ
る
問
題
は
、経
済
的
に
裕
福
な
加
害
者
は
、多
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
、刑
事
和
解
制
度
を
利
用
し
、

刑
事
責
任
の
免
除
や
減
軽
を
受
け
る
こ
と
等
が
で
き
る
が
、
経
済
的
に
貧
困
な
も
の
は
、
例
え
軽
い
犯
罪
で
も
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

刑
事
和
解
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
経
済
力
が
刑
事
和
解
に
与
え
る
状
況
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
被
害
者
の
経
済
状
況
に
よ
る
格
差

被
害
者
が
経
済
的
に
裕
福
な
場
合
、
却
っ
て
加
害
者
か
ら
多
額
の
賠
償
金
を
請
求
し
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い
と
刑
事
和
解
に
同
意
し
な
い
場
合
も
あ

れ
ば
、
少
々
賠
償
金
を
も
ら
う
こ
と
で
和
解
に
応
じ
る
場
合
も
あ
る
。

②
加
害
者
の
賠
償
力

加
害
者
に
賠
償
力
が
な
い
た
め
、
起
訴
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
加
害
者
が
経
済
的
に
裕
福
で
あ
る
た
め
、
損
害
額
を
遥
か
に
超
え
る
金
額
を
支
払

う
こ
と
で
、
和
解
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
状
況
が
刑
事
和
解
成
立
の
決
め
手
と
な
る
の
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
よ
く
批
判

さ
れ
る
の
が
“
お
金
と
刑
の
取
引
”
で
あ
る
。

刑
事
和
解
成
立
の
大
前
提
が
被
害
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
損
害
賠
償
金
と
刑
事
和
解
の
成
否
が
結
び
つ
く
こ
と
は
仕
方
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
法
に
求
め
ら
れ
る
平
等
・
公
平
・
正
義
の
理
念
に
背
く
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

公
訴
事
件
で
あ
る
以
上
、
本
来
で
あ
れ
ば
被
害
者
や
加
害
者
に
は
事
件
の
行
方
を
決
め
る
権
限
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
刑
事
和
解
は
あ
く
ま
で
も
、
刑



五
一
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中
国
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
刑
事
和
解
制
度
（
鄭
）

事
事
件
処
理
の
効
率
ア
ッ
プ
や
加
害
者
と
被
害
者
利
益
最
大
化
等
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
刑
事
和
解
制
度
は
刑
事
解
決
の
一
つ

の
方
法
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
で
は
な
い
。
だ
か
ら
刑
事
和
解
の
成
否
を
完
全
に
当
事
者
で
あ
る
被
害
者
と
加
害
者
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
視
野
に
入
れ
て
、
総
合
的
に
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
額
だ
け
を
刑
事
和
解
に
応
じ
る
唯
一
の
標
準
と
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
修
復
的
司
法
の
よ
う
に
壊
さ
れ
た
社

会
関
係
の
回
復
も
視
野
に
入
れ
て
、
加
害
者
に
社
会
奉
仕
・
公
益
活
動
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

2　

刑
事
和
解
制
度
の
悪
用

刑
事
事
件
の
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
一
旦
証
拠
不
十
分
と
な
れ
ば
、
無
罪
推
定
の
原
則
に
沿
っ
て
、
刑
事
手
続
き
を
打
ち
切
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
刑
事
和
解
制
度
の
成
立
に
伴
い
、
事
件
解
決
率
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
現
状
で
は
、
証
拠
不
十
分
事
件
の
解
決
手
段
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
捜
査
段
階
で
、
被
疑
者
を
有
罪
認
定
す
る
決
定
的
証
拠
は
な
い
が
、
状
況
証
拠
等
で
有
罪
と
思
わ
れ
る
場
合
、
捜
査
機
関
自
ら
積
極
的
に
、

両
当
事
者
に
働
き
か
け
て
、
刑
事
和
解
で
刑
事
事
件
を
解
決
す
る
。

警
察
や
検
察
に
求
め
ら
れ
る
事
件
解
決
率
や
起
訴
率
を
考
え
る
と
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
も
と
は
刑
事
和
解
成
立
の
合
法
性

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
に
あ
る
は
ず
の
警
察
や
検
察
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
明
ら
か
に
不
当
・
不
法（

（（
（

で
あ
る
。

か
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
警
察
や
検
察
に
対
す
る
内
外
か
ら
の
監
督
や
違
法
行
為
を
行
っ
た
場
合
の
責
任
追
及
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

3　

当
事
者
の
意
思
自
治
の
任
意
性
問
題

刑
事
和
解
制
度
の
立
法
趣
旨
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
加
害
者
と
被
害
者
の
意
思
決
定
の
任
意
性
を
確
保
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
両
当
事
者
の
意
思
に
反
す
る
如
何
な
る
和
解
の
強
要
も
固
く
禁
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
思
決
定
の
任
意
性

に
つ
い
て
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
両
面
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。



五
二
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ま
ず
、
被
害
者
に
対
す
る
同
意
の
強
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
り
や
す
い
の
は
、
加
害
者
が
強
い
立
場
に
あ
り
、
被
害
者
が
弱
い
立
場
の
場
合

で
あ
る
。
例
え
ば
加
害
者
が
社
会
的
地
位
の
あ
る
官
僚
で
あ
っ
た
り
、
犯
罪
組
織
の
一
員
で
あ
る
場
合
、
被
害
者
に
か
け
ら
れ
る
威
迫
等
の
圧
力
は
容
易

に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
次
は
、
捜
査
機
関
、
検
察
機
関
か
ら
の
両
当
事
者
に
対
す
る
和
解
の
強
要
で
あ
る
。
特
に
前
に
も
述
べ
た
が
、
証
拠
が
不
十
分

の
場
合
、
事
件
解
決
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
当
事
者
に
和
解
を
強
要
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

4　

刑
事
手
続
き
と
民
事
手
続
き
の
葛
藤

刑
事
和
解
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
刑
事
事
件
を
非
刑
事
手
続
き
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
当
事
者
処
分
主
義
の
下
で

構
築
さ
れ
た
司
法
モ
デ
ル
は
、
民
事
訴
訟
の
手
続
き
理
念
を
刑
事
訴
訟
に
取
り
入
れ
、
刑
事
訴
訟
と
民
事
訴
訟
の
伝
統
的
境
界
線
を
打
破
し
た
も
の
で
あ

る
（
（（
（

。
そ
の
結
果
、
刑
事
法
で
い
う
犯
罪
と
民
事
法
で
い
う
権
利
侵
害
の
関
係
が
曖
昧
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
我
が
国
刑
法
の
基
本
原
則
で
あ
る
、
罪

刑
法
定
原
則
、
罪
刑
均
衡
原
則
な
ど
に
疑
問
が
生
じ
て
し
ま
う
。

民
事
と
刑
事
の
間
で
生
じ
る
葛
藤
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く
か
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

中
国
の
刑
事
和
解
制
度
は
中
国
の
刑
事
司
法
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
、
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
徐
々
に
解
決
し

て
い
く
中
で
、
現
在
の
刑
事
和
解
制
度
の
よ
う
に
単
に
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
み
に
そ
の
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
犯
罪
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ

た
諸
社
会
関
係
の
修
復
も
視
野
に
入
れ
て
、
更
な
る
法
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）
一
九
九
六
年
改
正
前
で
は
、
刑
事
手
続
き
の
中
で
被
疑
者
と
被
告
人
は
区
別
さ
れ
ず
、
訴
訟
段
階
に
関
係
な
く
、“
犯
人
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
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中
国
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
刑
事
和
解
制
度
（
鄭
）

（
2
）
第
一
二
条　

法
律
に
基
づ
く
裁
判
所
の
裁
判
を
経
な
い
う
ち
は
、
何
人
に
対
し
て
も
有
罪
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
）
少
年
事
件
の
訴
訟
手
続
き
、
刑
事
和
解
手
続
き
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
逃
亡
又
は
死
亡
し
た
場
合
の
不
法
収
益
の
没
収
手
続
き
、
精
神
障
碍
者
に
対
す
る
強
制
医
療

手
続
き
の
四
つ
が
あ
る
。

（
4
）
寛
厳
相
済
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
国
家
政
権
、
社
会
秩
序
お
よ
び
公
民
の
人
身
財
産
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
重
大
な
犯
罪
─
中
国
で
い
う
と
主
に
、
国
家
安
全

関
連
犯
罪
、
組
織
的
犯
罪
、
重
大
な
暴
力
犯
罪
お
よ
び
人
々
の
安
全
を
脅
か
す
多
発
的
犯
罪
等
に
対
し
て
は
、
法
に
沿
っ
て
厳
罰
す
る
。
し
か
し
、
未
成
年
犯
罪
、
軽

微
犯
罪
、
偶
犯
罪
及
び
民
事
事
件
に
起
因
す
る
一
般
犯
罪
に
対
し
て
は
、
法
に
沿
っ
て
、
軽
く
、
法
定
刑
よ
り
軽
く
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
厳
し
く
す
べ
き
時

は
厳
し
く
、
寛
大
に
す
べ
き
時
は
寛
大
に
処
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
現
実
で
は
、
重
罪
と
軽
罪
の
法
適
用
の
寛
厳
の
バ
ラ
ス
を
と
る

こ
と
で
、
重
罪
に
つ
い
て
、
過
度
に
厳
し
い
或
い
は
軽
罪
に
対
し
て
寛
大
し
す
ぎ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

（
5
）
中
国
古
代
刑
法
制
度
に
お
け
る
被
害
者
保
護
制
度
で
、
西
周
時
代
に
始
ま
り
、
唐
の
時
代
に
発
展
さ
れ
、
後
世
に
伝
わ
っ
て
き
た
制
度
で
あ
る
。

（
6
）
和
諧
社
会
と
は
、一
言
で
い
え
ば
、調
和
の
と
れ
た
社
会
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、一
種
の
民
主
と
法
治
、公
平
と
正
義
、信
用
と
友
愛
の
あ
る
社
会
で
あ
り
、

活
気
が
あ
ふ
れ
る
安
定
し
て
、
秩
序
の
あ
る
社
会
で
も
あ
り
、
人
類
と
自
然
が
仲
良
く
共
存
す
る
社
会
で
あ
る
。

（
7
）
中
国
の
刑
事
事
件
は
公
訴
事
件
と
私
訴
事
件
の
二
種
類
が
あ
る
。
私
訴
事
件
は
被
害
者
の
告
訴
な
し
に
処
理
で
き
な
い
事
件
（
侮
辱
誹
謗
事
件
、
暴
力
干
渉
婚
姻
自

由
事
件
、
侵
占
事
件
、
虐
待
事
件
）、
証
拠
で
証
明
で
き
る
軽
微
事
件
、
人
身
・
財
産
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
刑
事
責
任
を
問
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
で
証
明
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
や
検
察
が
刑
事
責
任
を
追
及
し
な
い
事
件
等
が
含
ま
れ
る
。

（
8
）
椎
橋
隆
幸
『
刑
事
訴
訟
法
の
理
論
的
展
開
』
信
山
社
二
〇
一
〇
年
三
四
一
頁

（
9
）
本
間
美
穂
「
修
復
的
司
法
論
に
お
け
る
諸
宗
教
解
釈
」
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
二
〇
一
三
年
（
三
一
）
一
〇
一
頁

（
10
）
自
分
の
行
為
及
び
社
会
に
与
え
る
危
害
に
対
す
る
心
理
的
態
度
を
い
う
。

（
11
）
黄
兆
鳴
等
「
刑
事
和
解
的
適
用
成
効
・
困
境
及
出
路
」
西
南
政
法
大
学
学
報
二
〇
〇
九
年
第
一
期
一
〇
二
頁

（
12
）
加
害
者
が
初
犯
、
偶
犯
で
、
自
分
の
犯
し
た
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
も
心
よ
り
反
省
し
て
い
る
が
、
単
な
る
経
済
的
に
貧
乏
な
た
め
に
刑
事
和
解
制
度
を
利
用
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
刑
事
和
解
救
助
会
が
救
助
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
13
）
民
間
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
す
る
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
民
間
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
軽
犯
罪
を
普
通
の
刑
事
手
続
き
で
処
理
し
た
場
合
、
被
告
人
に
犯
罪
者
と
の
レ
ッ

テ
ル
が
貼
ら
れ
て
、
そ
の
後
の
進
学
、
就
職
お
よ
び
社
会
関
係
の
修
復
等
に
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
裁
判
で
勝
っ
て
も
、
損
害
賠
償
が
得

ら
れ
難
く
な
る
ば
か
り
か
、
当
事
者
同
士
の
関
係
や
社
会
関
係
の
修
復
に
も
多
大
な
影
響
を
あ
た
え
る
。

（
14
）
中
国
の
刑
事
事
件
は
公
訴
事
件
と
私
訴
事
件
の
二
種
類
が
あ
る
。
私
訴
事
件
は
被
害
者
の
告
訴
な
し
に
処
理
で
き
な
い
事
件
（
侮
辱
誹
謗
事
件
、
暴
力
干
渉
婚
姻
自

由
事
件
、
侵
占
事
件
、
虐
待
事
件
）、
証
拠
で
証
明
で
き
る
軽
微
事
件
、
人
身
・
財
産
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
刑
事
責
任
を
問
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
で
証
明
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
や
検
察
が
刑
事
責
任
を
追
及
し
な
い
事
件
等
が
含
ま
れ
る
。
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（
15
）
国
家
機
関
の
職
員
（
公
務
員
）
が
職
権
を
濫
用
し
た
り
、
職
責
を
怠
っ
た
た
め
、
国
家
と
国
民
の
利
益
に
重
大
な
損
害
を
与
え
た
犯
罪
行
為
を
指
す
。
中
国
の
涜
職

罪
は
一
般
公
務
員
の
涜
職
犯
罪
、
司
法
機
関
職
員
の
涜
職
犯
罪
、
特
殊
機
関
職
員
（
食
品
安
全
管
理
機
関
・
環
境
保
護
監
督
機
関
等
）
の
涜
職
犯
罪
に
分
類
さ
れ
、
日

本
の
刑
法
で
い
う
職
権
濫
用
罪
の
ほ
か
に
も
国
家
機
密
漏
洩
罪
（
故
意
と
過
失
を
含
む
）
な
ど
合
計
二
〇
種
類
以
上
の
犯
罪
が
含
ま
れ
る
。
但
し
、
中
国
の
涜
職
罪
は

収
賄
罪
を
含
ま
な
い
。

（
16
）
中
国
で
は
一
八
才
未
満
の
も
の
を
未
成
年
者
と
す
る
。

（
17
）
脅
迫
さ
れ
て
や
む
を
え
ず
犯
罪
に
加
わ
っ
た
共
犯
者
を
指
す
。
中
国
の
刑
法
で
は
共
犯
者
を
主
犯
、 

従
犯
、 

脅
従
犯
、 

教
唆
犯
の
四
種
類
に
分
け
て
い
る
。

（
18
）
陳
光
中
・
葛
琳
「
刑
事
和
解
初
探
」
中
国
法
学
二
〇
〇
六
年
第
五
期
五
頁

（
19
）
最
高
検
察
院
の
《
刑
事
訴
訟
法
規
則
》（
第
五
一
〇
条
）
と
公
安
部
（
日
本
の
警
察
庁
に
当
た
る
）
の
《
刑
事
事
件
手
続
き
に
関
す
る
公
安
機
関
の
規
定
》（
第
三
二
四
条
）

で
、
す
で
に
刑
事
和
解
の
大
前
提
─
─
事
件
の
事
実
が
明
白
で
、
証
拠
が
確
実
、
十
分
で
有
る
─
─
を
定
め
て
あ
る
。

（
20
）
陳
瑞
華
「
刑
事
訴
訟
的
私
力
合
作
模
式
─
刑
事
和
解
在
中
国
的
興
起
」
中
国
法
学
二
〇
〇
六
年
第
五
期
二
七
─
二
八
頁

（
瀋
陽
師
範
大
学
講
師
）


